
２０２５年２月２８日 

お 客 さ ま  各 位 

株 式 会 社  岩 手 銀 行 

 

当座勘定規定等の改定について 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

当行では、以下の通り「当座勘定規定」、「個人当座勘定規定」を改定いたしますので、お知

らせいたします。 

 

記 

 

１．改定趣旨 

  払戻請求書による当座預金出金の取扱い等に伴う改定 

 

２．改定内容 

別紙「新旧対照表」をご参照願います。 

 

３．改定日 

２０２５年４月１日（火） 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 岩手銀行 事務統括部 藤原・上田 

電話 ０１９－６２３－１１１１（代表） 



 

 

 

「当座勘定規定」新旧対照表 

（下線部：改定箇所） 

改 定 前 改 定 後 

第２条（証券類の受入れ） 

① 証券類を受入れた場合には、当店で取立

て、不渡返還時限の経過後その決済を確認

したうえでなければ、支払資金としませ

ん。 

② （ 本文省略 ） 

第２条（証券類の受入れ） 

① 証券類を受入れた場合には、当店で取立

て、不渡返還時限の経過後その決済を確認

したうえでなければ、支払資金とはなりま

せん。 

② （ 現行どおり ） 

第３条（本人振込み） 

① 当行の他の本支店または他の金融機関

を通じて当座勘定に振込みがあった場合

には、当行で当座勘定元帳へ入金記帳した

うえでなければ、支払資金としません。 

ただし、証券類による振込みについて

は、その決済の確認もしたうえでなけれ

ば、支払資金としません。 

② （ 本文省略 ） 

第３条（本人振込み） 

① 当行の他の本支店または他の金融機関

を通じて当座勘定に振込みがあった場合

には、当行で当座勘定元帳へ入金記帳した

うえでなければ、支払資金とはなりませ

ん。 

ただし、証券類による振込みについて  

は、その決済の確認もしたうえでなけれ

ば、支払資金とはなりません。 

② （ 現行どおり ） 

第５条（受入証券類の不渡り） 

① 前３条 によって証券類による受入また

は振込みがなされた場合に、その証券類が

不渡りとなったときは、直ちにその旨を本

人に通知するとともに、その金額を当座勘

定元帳から引落し、本人からの請求があり

しだいその証券類は受入れた店舗、または

振込みを受付けた店舗で返却します。 

ただし、第４条の場合の不渡証券類は振

込みをした第三者に返却するものとし、同

条第１項の場合には、本人を通じて返却す

ることもできます。 

② （ 本文省略 ） 

第５条（受入証券類の不渡り） 

① 前３条 によって証券類による受入また

は振込みがなされた場合に、その証券類が

不渡りとなったときは、直ちにその旨を本

人に通知するとともに、その金額を当座勘

定元帳から引落し、本人からの請求があり

次第その証券類は受入れた店舗、または振

込みを受付けた店舗で返却します。 

ただし、第４条の場合の不渡証券類は振  

込みをした第三者に返却するものとし、同

条第１項の場合には、本人を通じて返却す

ることも可能です。 

② （ 現行どおり ） 

 

 

別紙 



 

 

改 定 前 改 定 後 

第７条（手形・小切手の支払） 

① ～ ② （ 本文省略 ） 

③ 当座勘定の払戻しの場合には、小切手

を使用してください。 

第７条（手形・小切手の支払等） 

① ～ ② （ 現行どおり ） 

③ 当座勘定の払戻しの場合には、小切手

または当行所定の払戻請求書を使用して

ください。 

④ 前項の払戻しに払戻請求書を使用する

場合には、当行所定の本人確認書類の提

示等を求めることがあります。求められ

た本人確認書類の提示等がない場合に

は、取引を行うことはできません。 

第８条（手形、小切手用紙） 

① ～ ② （ 本文省略 ） 

③ 前２項以外の手形または小切手につい

ては、当行はその支払をしません。 

④ （ 本文省略 ） 

⑤ 手形用紙、小切手用紙の請求があった場

合には、必要と認められる枚数を実費で交

付します。 

⑥ ～ ⑦ （ 本文省略 ） 

第８条（手形、小切手用紙等） 

① ～ ② （ 現行どおり ） 

③ 前２項以外の手形または小切手につい

ては、当行はその支払を行いません。 

④ （ 現行どおり ） 

⑤ 手形用紙、小切手用紙または払戻請求

書の請求があった場合には、必要と認め

られる枚数を実費で交付します。 

⑥ ～ ⑦ （ 現行どおり ） 

第９条（支払の範囲） 

① （ 本文省略 ） 

② 手形、小切手の金額の一部支払はしま

せん。 

第９条（支払の範囲） 

① （ 現行どおり ） 

② 手形、小切手の金額の一部支払は行いま

せん。 

第11条（過振り） 

① 第９条の第１項にかかわらず、当行の裁

量により支払資金をこえて手形、小切手等

の支払をした場合には、当行からの請求が

ありしだい直ちにその不足金を支払って

ください。 

② ～ ③ （ 本文省略 ） 

第 11条（過振り） 

① 第９条の第１項にかかわらず、当行の裁

量により支払資金をこえて手形、小切手等

の支払をした場合には、当行からの請求が

あり次第直ちにその不足金を支払ってく

ださい。 

② ～ ③ （ 現行どおり ） 

 

 

 

 



 

改 定 前 改 定 後 

④ 第１項による不足金、および第２項によ

る損害金の支払がない場合には、当行は諸

預り金その他の債務と、その期限のいかん

にかかわらず、いつでも差引計算すること

ができます。 

⑤ （ 本文省略 ） 

④ 第１項による不足金、および第２項によ

る損害金の支払がない場合には、当行は諸

預り金その他の債務と、その期限のいかん

にかかわらず、いつでも差引計算すること

が可能です。 

⑤ （ 現行どおり ） 

第 12条（手数料の引落し） 

① 当行が受取るべき貸付金利息、割引

料、手数料、保証料、立替費用、その他

これに類する債権が生じた場合には、小

切手によらず、当座勘定からその金額を

引落すことができるものとします。 

 

② （ 本文省略 ） 

第 12条（手数料の引落し） 

① 当行が受取るべき貸付金利息、割引

料、手数料、保証料、立替費用、その他

これに類する債権が生じた場合には、小

切手または払戻請求書によらず、当座勘

定からその金額を引落すことができるも

のとします。 

② （ 現行どおり ） 

第 13条（支払い保証に代わる取扱い） 

小切手の支払保証はしません。 

ただし、その請求があるときは、当行は

自己宛小切手を交付し、その金額を当座勘

定から引落します。 

第13条（支払い保証に代わる取扱い） 

小切手の支払保証は行いません。 

ただし、その請求があるときは、当行は

自己宛小切手を交付し、その金額を当座勘

定から引落します。 

第16条（印鑑照合等） 

① 手形、小切手または諸届け書類に使用さ

れた印影または署名（電磁的記録により当

行に画像として送信されるものを含みま

す）を、届出の印鑑（または署名鑑）と相

当の注意をもって照合し、相違ないものと

認めて取扱いましたうえは、その手形、小

切手、諸届け書類につき、偽造、変造その

他の事故があっても、そのために生じた損

害については、当行は責任を負いません。 

 

 

② ～ ③ （ 本文省略 ） 

第 16条（印鑑照合等） 

① 手形、小切手、払戻請求書または諸届

け書類に使用された印影または署名（電

磁的記録により当行に画像をして送信さ

れたものを含みます）を、届出の印鑑

（または署名鑑）と相当の注意をもって

照合し、相違ないものと認めて取扱いま

したうえは、その手形、小切手、払戻請

求書、諸届け書類につき、偽造、変造そ

の他の事故があっても、そのために生じ

た損害については、当行は責任を負いま

せん。 

② ～ ③ （現行どおり） 

 

 

 



 

 

改 定 前 改 定 後 

第19条（自己取引手形等の取扱い） 

① 手形行為に取締役会の承認、社員総会の

認許その他これに類する手続を必要とす

る場合でも、その承認等の有無について調

査を行うことなく、支払をすることができ

ます。 

② （ 本文省略 ） 

第 19条（自己取引手形等の取扱い） 

① 手形行為に取締役会の承認、社員総会の

認許その他これに類する手続を必要とす

る場合でも、その承認等の有無について調

査を行うことなく、支払をすることが可能

です。 

② （ 現行どおり ） 

第 24条（解 約） 

① この取引は、当事者の一方の都合でいつ

でも解約することができます。ただし当行

に対する解約の通知は書面によるものと

します。 

② ～ ④ （ 本文省略 ） 

第 24条（解 約） 

① この取引は、当事者の一方の都合でいつ

でも解約することが可能です。ただし当行

に対する解約の通知は書面によるものと

します。 

② ～ ④ （ 現行どおり ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「個人当座勘定規定」新旧対照表 

（下線部：改定箇所） 

改 定 前 改 定 後 

第２条（証券類の受入れ） 

① 証券類を受入れた場合には、当店で取

立て、不渡返還時限の経過後その決済を

確認したうえでなければ、支払資金とし

ません。 

② （ 本文省略 ） 

第２条（証券類の受入れ） 

① 証券類を受入れた場合には、当店で取

立て、不渡返還時限の経過後その決済を

確認したうえでなければ、支払資金とな

りません。 

② （ 現行どおり ） 

第３条（本人振込み） 

① 当行の他の本支店または他の金融機

関を通じて当座勘定に振込みがあった

場合には、当行で当座勘定元帳へ入金記

帳したうえでなければ、支払資金としま

せん。 

ただし、証券類による振込みについて

は、その決済の確認もしたうえでなけれ

ば、支払資金としません。 

② （ 本文省略 ） 

第３条（本人振込み） 

① 当行の他の本支店または他の金融機

関を通じて当座勘定に振込みがあった

場合には、当行で当座勘定元帳へ入金

記帳したうえでなければ、支払資金と

なりません。 

ただし、証券類による振込みについて

は、その決済の確認もしたうえでなけれ

ば、支払資金となりません。 

② （ 現行どおり ） 

第５条（受入証券類の不渡り） 

① 前３条によって証券類による受入れ

または振込みがなされた場合に、その証

券類が不渡りとなったときは、直ちにそ

の旨を本人に通知するとともに、その金

額を当座勘定元帳から引落し、本人から

の請求がありしだいその証券類は受入

れた店舗、または振込みを受付けた店舗

で返却します。 

ただし、第４条の場合の不渡証券類は

振込みをした第三者に返却するものと

し、同条第１項の場合には、本人を通じ

て返却することもできます。 

② （ 本文省略 ） 

第５条（受入証券類の不渡り） 

① 前３条によって証券類による受入れ

または振込みがなされた場合に、その証

券類が不渡りとなったときは、直ちにそ

の旨を本人に通知するとともに、その金

額を当座勘定元帳から引落し、本人から

の請求があり次第その証券類は受入れ

た店舗、または振込みを受付けた店舗で

返却します。 

ただし、第４条の場合の不渡証券類は

振込みをした第三者に返却するものと

し、同条第１項の場合には、本人を通じ

て返却することも可能です。 

② （ 現行どおり ） 

 

 

 



 

改 定 前 改 定 後 

第７条（手形・小切手の支払） 

① ～ ③ （ 本文省略 ） 

④ 当座勘定の払戻しの場合には、本人ま

たは代理人が自己の名義で振出した小切

手を使用してください。 

 

第７条（手形・小切手の支払等） 

① ～ ③（ 現行どおり ） 

④ 当座勘定の払戻しの場合には、本人ま

たは代理人が自己の名義で振出した小切

手または当行所定の払戻請求書を使用し

てください。 

⑤ 前項の払戻しに払戻請求書を使用する

場合には、当行所定の本人確認書類の提

示等を求めることがあります。求められ

た本人確認書類の提示等がない場合に

は、取引を行うことができません。 

第８条（手形、小切手用紙） 

① ～ ② （ 本文省略 ） 

③ 前２項以外の小切手または手形につい

ては、当行はその支払をしません。 

④ （ 本文省略 ） 

⑤ 小切手用紙、手形用紙の請求があった

場合には、必要と認められる枚数を実費

で交付します。 

⑥ ～ ⑦ （ 本文省略 ） 

第８条（手形、小切手用紙等） 

① ～ ② （ 現行どおり ） 

③ 前２項以外の小切手または手形につ

いては、当行はその支払を行いません。 

④ （ 現行どおり ） 

⑤ 小切手用紙、手形用紙、または払戻請

求書の請求があった場合には、必要と認

められる枚数を実費で交付します。 

⑥ ～ ⑦ （ 現行どおり ） 

第９条（支払の範囲） 

① （ 本文省略 ） 

② 小切手、手形の金額の一部支払はしま

せん。 

第９条（支払の範囲） 

① （ 現行どおり ） 

② 小切手、手形の金額の一部支払は行い

ません。 

第11条（過振り） 

① 第９条の第１項にかかわらず、当行の

裁量により支払資金をこえて小切手、手

形等の支払をした場合には、当行からの

請求がありしだい直ちにその不足金を

支払ってください。 

② ～ ③ （ 本文省略 ） 

第 11条（過振り） 

① 第９条の第１項にかかわらず、当行の

裁量により支払資金をこえて小切手、手

形等の支払をした場合には、当行からの

請求があり次第直ちにその不足金を支

払ってください。 

② ～ ③ （ 現行どおり ） 

 

 

 

 



 

改 定 前 改 定 後 

④ 第１項による不足金、および第２項に

よる損害金の支払がない場合には、当行

は諸預り金その他の債務と、その期限の

いかんにかかわらず、いつでも差引計算

することができます。 

⑤ （ 本文省略 ） 

④ 第１項による不足金、および第２項に

よる損害金の支払がない場合には、当行

は諸預り金その他の債務と、その期限の

いかんにかかわらず、いつでも差引計算

することが可能です。 

⑤ （ 現行どおり ） 

第 12条（手数料の引落し） 

① 当行が受取るべき貸付金利息、手数

料、立替費用、その他これに類する債権

が生じた場合には、小切手によらず、当

座勘定からその金額を引落すことができ

るものとします。 

② （本文省略） 

第12条（手数料の引落し） 

① 当行が受取るべき貸付金利息、手数

料、立替費用、その他これに類する債権

が生じた場合には、小切手または払戻請

求書によらず、当座勘定からその金額を

引落すことができるものとします。 

② （現行どおり） 

第13条（支払い保証に代わる取扱い） 

小切手の支払保証はしません。ただし、

その請求があるときは、当行は自己宛小切

手を交付し、その金額を当座勘定から引落

します。 

第13条（支払い保証に代わる取扱い） 

小切手の支払保証は行いません。ただ

し、その請求があるときは、当行は自己宛

小切手を交付し、その金額を当座勘定から

引落します。 

第16条（印鑑照合等） 

① 小切手、手形または諸届け書類に記載

された署名（電磁的記録により当行に画

像として送信されるものを含みます）を

届出の署名鑑と相当の注意をもって照

合し、相違ないものと認めて取扱いまし

たうえは、その小切手、手形、諸届け書

類につき、偽造、変造その他の事故があ

っても、そのために生じた損害について

は、当行は責任を負いません。 

 

② ～ ③ （本文省略） 

第16条（印鑑照合等） 

① 小切手、手形、払戻請求書または諸届

け書類に記載された署名（電磁的記録

により当行に画像として送信されるも

のを含みます）を届出の署名鑑と相当

の注意をもって照合し、相違ないもの

と認めて取扱いましたうえは、その小

切手、手形、払戻請求書、諸届け書類に

つき、偽造、変造その他の事故があって

も、そのために生じた損害については、

当行は責任を負いません。 

② ～ ③ （現行どおり） 

 

 

 

 

 



 

改 定 前 改 定 後 

第19条（自己取引手形等の取扱い） 

① 手形の裏面に取締役会の承認、社員総

会の認許その他これに類する手続を必

要とする場合でも、その承認等の有無に

ついて調査を行うことなく、支払をする

ことができます。 

② （ 本文省略 ） 

第 19条（自己取引手形等の取扱い） 

① 手形の裏面に取締役会の承認、社員総

会の認許その他これに類する手続を必

要とする場合でも、その承認等の有無に

ついて調査を行うことなく、支払をする

ことが可能です。 

② （ 現行どおり ） 

第 24条（解約） 

① この取引は、本人の都合でいつでも解

約することができます。ただし、当行に

対する解約の通知は本人の署名した書

面によるものとします。 

② 当行は、長期間にわたりこの当座勘定

の受払がない場合、または支払資金預入

れの再三にわたる遅延、支払の停止その

他相互の信頼関係が失われた場合には、

いつでもこの取引を解約することがで

きます。 

③ ～ ⑤ （ 本文省略 ） 

第 24条（解約） 

① この取引は、本人の都合でいつでも解

約することが可能です。ただし、当行に

対する解約の通知は本人の署名した書

面によるものとします。 

② 当行は、長期間にわたりこの当座勘定

の受払がない場合、または支払資金預入

れの再三にわたる遅延、支払の停止その

他相互の信頼関係が失われた場合には、

いつでもこの取引を解約することが可

能です。 

③ ～ ⑤ （ 現行どおり ） 

 


